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第１章 環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

 １．環境影響評価準備書の公告及び縦覧 

   「環境影響評価法」第１６条の規定に基づき，環境保全の見地からの意見を求めるため，

準備書を作成した旨及びその他事項を公告し，準備書及び要約書を公告の日から起算して

１ヶ月間縦覧に供した。 

 

  （１）公告の日 

     平成１８年８月２日（水） 

 

  （２）公告の方法 

    ① 平成１８年８月２日（水）付けの次の日刊新聞紙に「公告」を掲載した。（別紙１） 

      ・四国新聞（朝刊）       １８面 

      ・読売新聞（香川版，朝刊）   ２７面 

      ・毎日新聞（香川版，朝刊）   ２３面 

      ・朝日新聞（香川版，朝刊）   ２４面 

      ・産業経済新聞（香川版，朝刊） ２２面 

    ② 上記の公告に加え，次の「お知らせ」を実施した。 

      ・平成１８年８月３日（木）付けの日本経済新聞（四国経済版，朝刊）３５面 

       （別紙２） 

      ・平成１８年８月１日付け発行の自治体広報誌 

       （ⅰ）坂出市の広報誌「広報さかいで」 平成１８年８月号（別紙３－１） 

       （ⅱ）宇多津町の広報誌「広報うたづ」 平成１８年８月号（別紙３－２） 

      ・香川県のホームページ及び当社のホームページ（平成１８年８月２日（水） 

       から平成１８年９月１５日（金）まで掲載）（別紙４－１，４－２） 

 

  （３）縦覧場所 

     自治体庁舎３箇所，当社事業場１箇所の計４箇所にて縦覧を実施した。 

      自治体庁舎：坂出市役所（坂出市室町２丁目３番５号） 

            宇多津町役場（綾歌郡宇多津町１８８１番地） 

            香川県庁（高松市番町４丁目１番１０号） 

      当社事業場：坂出発電所（坂出市番の州町２番地） 

 

  （４）縦覧期間 

    平成１８年８月２日（水）から平成１８年９月１日（金）まで縦覧を実施した。 

    ・坂出市役所 ：午前９時から午後５時まで（土，日曜日を除く） 

    ・宇多津町役場：午前９時から午後５時まで（土，日曜日を除く） 

    ・香川県庁  ：午前９時から午後５時まで（土，日曜日を除く） 

    ・坂出発電所 ：午前９時から午後５時まで（土，日曜日も実施） 

     なお，坂出発電所においては，縦覧期間終了後も平成１８年９月１５日（金）まで

縦覧を実施した。 
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  （５）縦覧者数 

     総 数         １５名 

     （内訳）坂出市役所    ７名 

         宇多津町役場   ０名 

         香川県庁     ３名 

         坂出発電所    ５名 

     ［注］縦覧者数は，各縦覧場所に設置した縦覧者記録用紙の記入者数合計を示す。 

（別紙５） 

 

 

２．環境影響評価準備書についての説明会の開催 

   「環境影響評価法」第１７条の規定に基づき，準備書の記載事項を周知するための説明

会を開催した。 

   説明会の開催の公告は，準備書の縦覧等に関する公告と同時に行った。（別紙１） 

 

  （１）開催日時 

     平成１８年８月１０日（木） 午後６時３０分から午後９時２０分まで 

 

  （２）開催場所 

     坂出市民ホール（坂出市京町２丁目１番１３号） 

 

  （３）来場者数 

     ２１７名 

 

 

３．環境影響評価準備書についての意見の把握 

   「環境影響評価法」第１８条の規定に基づき，環境保全の見地からの意見を有する者の

意見書の提出を受け付けた。 

 

  （１）意見書の提出期間 

     平成１８年８月２日から平成１８年９月１５日（金）までの間 

     （縦覧期間及びその後２週間） 

 

  （２）意見書の提出方法 

     ① 当社への郵送による書面の提出（別紙６－１） 

     ② 説明会での質問票の提出及び口頭意見（別紙６－２） 

 

  （３）意見書の提出状況 

     ・郵送による意見書 １通（意見数１件） 

     ・説明会での質問票の提出及び口頭意見 ８件 
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第２章 環境影響評価準備書について提出された意見の概要と当社の見解 

 

   「環境影響評価法」第１８条第１項の規定に基づき，準備書についての環境保全の見地

からの意見は９件であった。 

   「環境影響評価法」第１９条の規定に基づく，準備書についての意見の概要及びこれに

対する当社の見解は，別紙７のとおりである。 
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（別紙１） 

 

日刊新聞紙に掲載した公告内容 

 

 

 

  ○ 平成１８年８月２日（水）掲載 

    ・四国新聞（朝刊）       １８面 

    ・読売新聞（香川版，朝刊）   ２７面 

    ・毎日新聞（香川版，朝刊）   ２３面 

    ・朝日新聞（香川版，朝刊）   ２４面 

    ・産業経済新聞（香川版，朝刊） ２２面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4



（別紙２） 

 

日本経済新聞に掲載したお知らせ 

 

 

 

  ○ 平成１８年８月３日（木）掲載 

    ・日本経済新聞（四国経済版，朝刊） ３５面 
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（別紙３－１） 

 

「広報さかいで」８月号に掲載したお知らせ 
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（別紙３－２） 

 

「広報うたづ」８月号に掲載したお知らせ 
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（別紙４－１） 

 

香川県ホームページに掲載したお知らせ 

 

 ○ 平成１８年８月２日（水）から平成１８年９月１５日（金）まで掲載 
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（別紙４－２） 

 

当社ホームページに掲載したお知らせ 

 

 ○ 平成１８年８月２日（水）から平成１８年９月１５日（金）まで掲載 
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（別紙５） 
 

（表 紙） 

坂出発電所１号機リプレース計画 
環境影響評価準備書 
縦覧者記録用紙 

四国電力株式会社 

［お願い］ 
準備書を縦覧された方は、縦覧者記録用紙にご記入願います。 

 

縦 覧 者 記 録 用 紙 

               縦覧箇所 ○○○○ 

記入例に従い、ご記入ください。 
 項　目 縦　覧　日 性　別 年　齢 職　業

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

　１．男 　１．坂出市内 　２．宇多津町内

　２．女 　３．その他香川県内 　４．香川県外

１ H18年○月○日

２ H18年○月○日

３ H18年○月○日

４ H18年○月○日

５

・
・
・

H18年○月○日

６ H18年○月○日

会社員

・
・
・

H18年○月○日記入例 ５１歳

住　　所
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（別紙６－１） 

 

郵送による意見書（様式） 

 

（NO．  ） 
坂出発電所１号機リプレース計画環境影響評価準備書 

に対する意見書 

平成１８年  月  日 
 

（住 所）               
                     ﾌﾘ  ｶﾞﾅ 

（氏 名）               
                     

（連絡先）               
 
  環境影響評価法第 18 条の規定に基づき、環境保全の見地より、次のとおり意

見を提出する。 
 

 

【備 考】 
 １．意 見 書：氏名住所は、必ず記入してください。なお、１枚目に記載できない場合は、複数枚をご使

用ください。その際は、意見書右上の（ＮＯ． ）にページをふり、２枚目以降にも住所

氏名等をご記入願います。 
 ２．提 出 先：〒760-8573 香川県高松市丸の内 2 の 5  

四国電力株式会社 環境部 環境アセスメントグループ 
 ３．提出期限：平成 18 年９月 15 日（金）［当日消印有効］ 
 ４．注意事項：環境影響評価法施行規則第 12 条の規定により、住所氏名等は必ずご記入願います。 
【注】ご記入頂きました情報は、個人情報の観点から適切に取り扱います。 
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（別紙６－２） 

 

説明会での質問票（様式） 

「坂出発電所１号機リプレース計画に係る環境影響評価準備書」説明会 

質 問 票 

 

※ お手数ですが，質問票 1 枚につきご質問 1 問となるようご記入下さい。 

※ 追加の質問票は，質問箱の横に用意しておりますのでご利用ください。 

 

 ご住所 

 

   ふりがな 

 ご氏名 

※ふりがなもお願いします。 

 

ご質問の項目（該当する項目の番号に○印をつけて下さい） 

１．事業計画 ４．騒音・振動 ７．景 観 

２．環境全般 ５．水環境 ８．その他 

３．大気環境 ６．動物・植物  

 

ご質問の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：本質問票にご記入いただきました情報は，個人情報保護の観点から適切に取り扱います。 
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（別紙７） 
 

環境影響評価準備書について提出された意見の概要と当社の見解 

１．事業計画 

意見の概要 当社の見解 

(1) 

 

1 号機リプレース後は，2，3 号機の

利用率が減少することとなっている

が，2 号機か 3 号機のどちらか一方を

休止し，もう一方の利用率を上げた方

が熱効率も向上し，二酸化炭素排出量

を抑制できるのではないか。 

 

1 号機リプレース後も 2，3号機は，ピーク負荷対応

等の発電プラントとして電力の安定供給上，必要な設

備であり，どちらの設備も休止することはできません。

なお，発電所の運用については，使用燃料，熱効率

等を踏まえて最も効率的な運転を行っております。 

 

(2) 

 

環境負荷の低減と地球環境問題への

対応に配慮した設備形成を図るという

ならば，坂出発電所 1号機だけでなく，

他の設備についても燃料を環境負荷の

少ない天然ガスに変更すべきではない

か。 

今回の計画では，1 号機については天然ガスコンバ

インドサイクル発電方式へリプレース，4 号機につい

ては燃料を重原油・コークス炉ガスから天然ガス・コ

ークス炉ガスへ変更することとしていますが，残りの

2，3号機の天然ガスへの変更については，今後の検討

課題と考えております。 

 

 

２．大気環境 

意見の概要 当社の見解 

(1) 

 

工事中は，騒音，大気環境及び水環

境が，現状よりも悪くなるのは間違い

ない。工事期間中，資材等の搬出入に

使用する道路は，相当量のほこりが立

つことが予想されるため，せめて散水

車を定期的に走行させるなど，近隣住

民，海水浴客及び漁業関係者などに影

響が出ないようにしてもらいたい。ま

た，クレームが出たときは，即時工事

を停止するよう，約束して欲しい。 

資材等の搬出入に使用する道路における粉じん等に

より，近隣住民の皆様方等にご迷惑をおかけすること

のないよう， 

・大型重量物やその他の工事用資材等について，極

力海上輸送による搬入を図り，陸上交通量を低減

する 

・既設設備の有効活用を図ることにより，工事量を

削減し，工事用資材等の搬出入車両台数を低減す

る 

・工事工程の調整により，工事用資材等の搬出入車

両台数及び輸送経路を極力平準化する 

・工事関係者の乗合い通勤の促進を図り，通行車両

の増加抑制に努める 

・原則として，車両が集中する通勤時間帯は工事用

資材等の搬出入を行わない 

・粉じん等の飛散防止を図るため，工事用資材等の

搬出入車両の出場時には，適宜タイヤ洗浄を行う

とともに，本工事が原因で発じんが著しくなるお

それがある場合には,散水又は清掃を実施する 

等の環境保全措置を講じ，影響を低減するよう努め

ます。 

なお，万一，準備書に記載した予測結果を超えて著し

い環境影響が生じるおそれがある場合には，早急に低

減策を講じるようにいたします。 
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３．動物 

意見の概要 当社の見解 

(1) 

 

本準備書には，内水面漁業の実態や

内水面漁業者の生活に密接に関係する

動植物及びその生息，生育環境の保全

に係る事項が全く記載されていない

が，坂出市や綾歌郡内の各河川では，

ウナギの養殖用にシラスウナギの採捕

が行われている。水産資源の保護，自

然環境の保全並びにウナギの養殖産業

を守っていく上で，本事業の実施に伴

うシラスウナギの生息環境へ影響がな

いことの根拠と，それに係る資料提示

及び説明が必要であると考える。 

ウナギは，マリアナ諸島西方海域で産卵され，葉形

幼生を経てシラスウナギに変態し，河川に遡上して成

長した後，再び産卵のために海に下ると考えられてい

ます（東京大学 海洋研究所ホームページ 他）。 

坂出発電所前面海域である坂出港港湾区域に流入す

る主な河川としては,２級河川である綾川と青海川が

ありますが（準備書 P3.1-40 の第 3.1.2-3 図），準備

書P8.1.2-74～76の第8.1.2.1-24図(1)～(3)に記載の

とおり，本事業の実施に伴う温排水による海水温度の

上昇域は，将来も現状と同じであり，また発電所の全

台（１号機～４号機）が稼働した場合でも，温排水に

よって海水温度が１℃上昇する範囲は，綾川及び青海

川には及ばないこと等から，温排水がシラスウナギに

及ぼす影響は少ないものと考えます。 

なお、本事業の実施に伴う海域の動植物への影響を

回避，低減するために，以下の環境保全措置を着実に

実施いたします。 

[環境保全措置] 

・ 取放水設備及び港湾設備は既設設備を活用する

ことにより，浚渫や埋立等の海域工事を行わな

い 

・ 冷却水の取水量及び放水（温排水）量は現状よ

り増加させず，また取放水温度差も現状どおり

7℃以下とする（準備書 P2.2-31 第 2.2-14 表）

・ １号機リプレース後の発電所からの一般排水の

水質を可能な限り現状より低減する（準備書 P8.

2-5 第 8.2-1 表） 等 
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４．その他 

意見の概要 当社の見解 

(1) 工事に伴い環境影響が発生した場

合，どの程度の環境影響で工事を中止

するのか。また，工事を中止する判断

基準は，国，自治体が定めた基準値を

採用するのか，それとも，独自の基準

値を採用するのか。 

1 号機リプレース工事においては，準備書に記載し

た各種環境保全措置を着実に実施し，大気環境，水環

境，騒音，振動，廃棄物等に係る影響を極力回避，低

減するよう努めてまいります。 

工事中は，準備書 P8.2-17 の第 8.2.4-1 表(1)に示す

環境監視を行うこととしておりますが，万一，準備書

に記載した予測結果を超えて著しい環境影響が生じる

おそれがある場合には，早急に低減策を講じるように

いたします。 

 

(2) 

 

発電所の工事やガス導管工事で工

事関係車両が増えて，さぬき浜街道等

（県道 186 号線,192 号線等の工事関

係車両が通行する主要な経路）で交通

渋滞が起こるのではないか。その緩和

策をきちんと考えているのか。交通渋

滞を避けるため，工事関係車両が町内

の生活道に進入するのではないか。 

工事関係車両の影響を低減するために， 

・ 大型重量物やその他の工事用資材等について，

極力海上輸送による搬入を図り，陸上交通量を

低減する 

・ 既設設備の有効活用を図ることにより，工事量

を削減し，工事用資材等の搬出入車両台数を低

減する 

・ 工事工程の調整により，工事用資材等の搬出入

車両台数及び輸送経路を極力平準化する 

・ 工事関係者の乗合い通勤の促進を図り，通行車

両の増加抑制に努める 

・ 原則として，車両が集中する通勤時間帯は工事

用資材等の搬出入を行わない 

等の措置を講じることとしており，それらを踏まえ

て工事中の車両台数の増加率を計算した結果，さぬき

浜街道沿いの坂出市番の州公園で最大 2.8％，宇多津

町浜四番丁で 1.8％にとどまることから（準備書 P8.1.

1-94 第 8.1.1.1-44 表），本事業の実施に伴い,さぬき

浜街道で交通渋滞が起こるとは考えておりません。 

また，ガス導管埋設工事に伴い,一部車線規制を予定

しております番の州南北幹線については，車線規制後

の混雑度を「道路ハンドブック」（平成 4年 道路ハン

ドブック編集委員会）に基づき計算した結果，最大で

0.41 となります。これは，一定の速度での通行が可能

とされる 0.75 以下であることから，現状より若干混雑

はするものの，渋滞などの大きな支障は発生しないと

考えております（準備書 P8.1.6-21 第 8.1.6-11 表）。

なお，工事関係車両は準備書 P2.2-20 の第 2.2-7 図

に記載しました主要な交通ルートを通行することと

し，町内の生活道に進入することのないよう，工事関

係者へ周知徹底いたします。 
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意見の概要 当社の見解 

(3) 1 号機リプレース後の将来交通量に

占める資材等の搬出入車両の割合は，

0.6％となっているが，実際に交通量

は増えるのか。 

将来交通量は，一般車両台数に発電所の資材等の搬

出入車両台数を加算した交通量です。ここで，一般車

両台数は，平成 17 年 10 月 19 日～20 日に実施しまし

た現地調査結果を使用しております（ただし，本交通

量は，「香川県道路交通量調査結果」によると増加の

傾向がみられないことから，伸び率を考慮していませ

ん）。一方，資材等の搬出入車両台数は，新 1 号機，

既設 2～4号機の定期点検に伴う関係車両のうち，排煙

脱硫装置などの大きな付属設備を有することから最も

関係車両台数が多くなる既設 3 号機の定期点検時の車

両台数を過去の実績に基づき設定しております。同定

期点検は，将来も現在と同様に実施しますので，1 号

機リプレース後においても，定期点検に伴う交通量と

しては増加しません。 

したがいまして，準備書 P8.1.6-24 の第 8.1.6-12

表に記載しました将来の最大交通量は，現状における

既設 3 号機の定期点検時の交通量と同程度であり，1

号機リプレース後に，交通量が現状から 0.6%増えると

いうわけではありません。 

 

(4) 

 

1 号機リプレース後に，計画値と実

績値の違いをどのような形で公表す

るのか。 

 本事業においては，準備書 P8.2-18 の第 8.2.4-1 表 

(2)に記載しました排ガス中の窒素酸化物やプラント

排水水質等の発電所からの排出状況について環境監視

を行い，周辺環境の保全に努めることとしております。

これらの環境監視項目については，その結果を「よん

でん環境保全・社会活動レポート」に掲載し公表いた

します（本活動レポートは，当社のホームページでも

ご覧頂けます）。 

また，坂出発電所周辺の環境の状況については，香

川県や坂出市などの自治体が調査を実施し，ホームペ

ージや環境白書等で公表していますので，ご参照下さ

い。 

なお，準備書P8.3-1～8.3-5 に示しますとおり，１

号機リプレース後に,周辺環境の状況を把握するため

の事後調査(※)は実施いたしません。 

 

(※)事業実施後における周辺環境の状況を把握するた

めの事後調査については，「環境影響評価に関する指

針等を定める省令」第 17 条の規定によって，予測の不

確実性の程度が大きい項目について環境保全措置を講

ずる場合や，効果に係る知見が不十分な環境保全措置

を講ずる場合等において，当該環境保全措置の実施に

伴い生ずるおそれのある環境影響の程度が著しいもの

となるおそれがあるときに実施することとされていま

す。 
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意見の概要 当社の見解 

(5) 準備書の地元説明会は，なぜ坂出市

でしか実施しないのか。宇多津町でも

実施すべきではないのか。 

「環境影響評価法」第 15 条に規定する関係地域は坂

出市と宇多津町ですが，説明会会場に使用した坂出市

民ホールは，坂出発電所近傍の居住地区である瀬居，

沙弥地区と宇多津町からほぼ等距離（4～5km）にあり，

ＪＲ坂出駅に近く，かつ十分な収容力を有することか

ら，同会場１箇所で説明会を実施することとしました。
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